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	応用
	抗原情報
	背景
	TRAF（腫瘍壊死因子受容体関連因子）ファミリーのタンパク質は、腫瘍壊死因子受容体スーパーファミリーのメンバーと会合し、シグナルを伝達します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は細胞質中に存在し、TRAF1、TRAF2、またはTRAF3に結合して、TRAFを細胞質内に潜伏状態で隔離することにより、TRAFの機能を阻害します。例えば、この遺伝子によってコードされるタンパク質は、エプスタイン・バーウイルスのトランスフォーミングタンパク質であるLMP1へのTRAF2の結合を阻害し、LMP1を介したNF-κBの活性化を阻害します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年11月]、機能：TRAFを潜伏状態に維持することにより、TRAF機能の調節因子として機能します。過剰発現は、CD40、TNFR1、およびTNFR2によってシグナル伝達されるTRAF2を介したNF-κBの活性化を阻害します。TRAF2のLMP1への結合をブロックし、LMP1を介したNF-κBの活性化を阻害します。I-κBキナーゼ（IKK）の調節に関与している可能性があり、IKK活性を調整できるTBK1やIKBKEなどのキナーゼのアダプターとして機能する可能性があります。,PTM：IKBKEによってリン酸化されます。,類似性：1つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,サブユニット：TBK1と相互作用します（TRAF-Cドメイン経由）。TRAF1と相互作用します（TRAF-Cドメイン経由）。TRAF2と相互作用します（TRAF-Cドメイン経由）。この相互作用は、IKBKEによるTANKのリン酸化によって破壊されます。TRAF3と相互作用します（TRAF-Cドメイン経由）。 TRAF3との相互作用は、TRAF1およびTRAF3との相互作用よりも弱い。IKBKGと相互作用し、IKBKEおよびTBK1によってその相互作用が増強される。TANK、IKBKB、およびIKBKGからなる三元複合体の一部である。,組織特異性：普遍的。,
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	I-TRAF抗体を用いたHT29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TANKポリクローナル抗体を用いたHT-29細胞のウェスタンブロット解析

